
2021年度（令和3年度）下水道事業の予算の概要

2021年度（令和3年度）下水道事業の予算の概要をお知らせします。

下水道事業

１　業務状況

下水道事業の業務予定量は，次のとおりです。

排 水 戸 数 163,451 戸 161,545 戸 1,906 戸

年 間 総 処 理 水 量 39,840,018 ㎥/年 41,632,108 ㎥/年 △ 1,792,090 ㎥/年

一 日 平 均 処 理 水 量 109,151 ㎥/日 114,061 ㎥/日 △ 4,910 ㎥/日

主要な建設改良事業 62億4,174 万円 43億1,753 万円 19億2,421 万円

事 項
2021年度 2020年度

増 減
（令和3年度） （令和2年度）
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２　建設改良事業の概要

です。

○公共下水道整備事業【60億5,300万円】

　①国庫補助事業

・管渠埋設　　延長＝2,032m

　　鞆・津之郷・草戸・瀬戸・沼隈・神辺町　ほか

・浸水対策

　　手城川流域内水排除対策施設整備

　　　（蔵王排水区雨水幹線築造工事，蔵王ポンプ場築造工事）

　　戸手ポンプ場ポンプ増設工事　ほか

・松永浄化センター長寿命化工事　ほか

　②市単独事業

・管渠埋設　　延長＝2,557m

　　大門・御幸・新市・沼隈・神辺町　ほか

○流域下水道整備事業【1億8,874万円】

広島県が整備する芦田川流域下水道の建設にかかる負担金

安全で快適な生活環境を確保するため，2021年度（令和3年度）に実施する主な建設改良事業は次のとおり
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３　財政状況等

（1）収益的収支（下水道使用料の収納や汚水の浄化などに伴い発生する収入と支出）

は，15億7,561万円の純利益となる見込みです。

（税込み）

収 益 的 収 入

（うち，下水道使用料収入）

収 益 的 支 出

差 引

収益的収入は，前年度に比べて1億3,292万円（1.1％）減少し，124億8,191万円です。一方，収益的支出

は，前年度と比べて171万円増加し，109億630万円です。この結果，収益的収入と収益的支出の差し引き

事 項
2021年度 2020年度

増 減
（令和3年度） （令和2年度）

109億630万円 109億459万円 171万円

124億8,191万円 126億1,483万円 △1億3,292万円

（65億9,090万円) （66億4,811万円) （△5,721万円)

15億7,561万円 17億1,024万円 △1億3,463万円
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～～
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一般会計繰入金

36億920万円

補助金などの収益化

21億8,971万円

その他の収益

9,210万円

処理場などに下水を

送るための費用

9億8,159万円

汚水をきれいにする

ための費用

21億6,364万円

使用料収納や

経営管理などの

費用

5億894万円

施設などの資産価値の減少（減価償却費等）

57億6,493万円

借入金の利息

12億5,402万円

その他の費用

2億3,318万円

当年度純利益

15億7,561万円

下水道事業収益的収支

予算額（税込み）
収入 124億8,191万円
支出 109億630万円
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（2）資本的収支（下水道施設の建設・改良などにかかる収入と支出）

的支出に不足する額は55億5,534万円となる見込みです。

　なお，不足額は，減価償却費など企業の内部に留保される資金等で補てんします。

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

差 引

54億2,098万円 18億5,356万円

108億7,208万円 19億5,780万円

△54億5,110万円 △1億424万円

資本的収入は，前年度に比べて18億5,356万円（34.2％）増加し，72億7,454万円です。一方，資本的支出

は，前年度に比べて19億5,780万円（18.0％）増加し，128億2,988万円です。この結果，資本的収入が資本

事 項
2021年度 2020年度

増 減
（令和2年度）

128億2,988万円

△55億5,534万円

（令和3年度）

72億7,454万円

借入金の借入

42億6,990万円

補助金

20億1,976万円

一般会計繰入金

5億8,785万円

受益者負担金

4,463万円

その他の収入

3億5,240万円

資金不足額

55億5,534万円

下水道施設の建

設・改良のための

支出

62億5,459万円

借入金の返済

65億7,529万円

下水道事業資本的収支

予算額（税込み）
収入 72億7,454万円
支出 128億2,988万円
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(3) 借入金の状況

借入金の残高は，前年度に比べて23億539万円（2.8％）減少し，788億6,268万円となる見込みです。
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